
ハラスメント防止研修（全社員） /性的マイノリティ（LGBTQ+）相談窓口の設置
/社内規程における結婚、配偶者、子の定義/自認する性の選択/性別適合手術
休暇/ LGBTQ+アライコミュニティ、アライシール配布/ ARMGレインボー月
間（毎年11月）

EQI研修

浸透度合いの調査/社内表彰/ 能力開発シート

ウォーキングイベント「あゆみぷらす」/運動機能チェック/運動、肩こり・腰痛予
防セミナー/活動量計費用補助/部活動・スポーツ・自転車通勤費用の補助/月次
社員MTGでの体操(アクティビティ) /健康器具設置(バランスボールほか)

カウンセリング利用の促進

禁煙外来補助/喫煙に関するイーラーニング

産業医・保健師の個別指導、支援/健康診断

歯科検診補助/ 34歳以下の婦人科系がん検診費用の補助/ 35歳以上のABC
検診(ピロリ菌)費用の補助

食生活改善促進アプリ（カロミル） /朝食欠食対策

睡眠改善施策

年2回のストレスチェック実施/データ分析/課題を抱える組織へ対して人事と
組織コンサルタントが個別に介入/改善計画立案/管理職向けフィードバック研
修/管理職向けストレスチェック後の対応ガイドラインの配布

産業医、保健師による健康セミナー/保健師による健康リテラシー向上支援

セルフケア研修（入社者） /ストレスマネジメント力向上研修

隔月のパルスサーベイ実施

管理職向けラインケア研修/ 1on1 /マネジメントガイドライン/新任管理職研修

休暇制度（病休、看護休など）の周知/ GLTD制度(65歳まで、介護特約付き) / 
HARMONY活用/Career＆Baby/ Career＆Kaigo/イーリワークの活用

テレワーク/ワーケーション/時差出勤の推奨/プレミアムワンアワー/有給休暇
の取得推進

DE&Iの促進

EQ開発

WAY浸透

運動施策

カウンセリング

禁煙対策

健康診断

検診費用補助

食事施策

睡眠施策

セミナー・研修
・Eラーニング

ストレスチェック

セルフケア

パルスサーベイ

ラインケア

両立支援

ワークライフバランス

A.生活習慣改善
（イベント参加率、受講者数、

施策利用者数等）

B.ヘルスリテラシーの向上
（アプリ利用率、
セミナー参加率等）

C.メンタリティ
マネジメント

（回答率、研修参加率、
施策利用者数等）

D.行動指針の浸透
（能力開発シート入力率等）

E.労働環境（職場改善）
（制度利用者数、研修参加率等）

健康診断有所見の低減
FY26目標：40％以下

アブセンティーイズム
の低減

FY26目標：1％以下

プレゼンティーイズムによる
生産性損失割合の低減

FY26目標：29％以下

ワークエンゲージメント
の向上

FY26目標：56以上

エンプロイー
エンゲージメントの向上

FY26目標：52以上

①睡眠
FY26目標：75%以上

②食事
FY26目標：20%以上

④喫煙
FY26目標：5%以下

⑤タフネス度
FY26目標：58以上

⑥WAY
FY26目標：20％以上

③運動
FY26目標：35%以上

健康投資
健康関連の最終的な目標指標

従業員等の意識変容・行動変容
に関する指標

健康投資施策の取組状況
に関する指標

健康投資効果
健康経営で解決したい

経営課題

■アドバンテッジリスクマネジメントグループ 健康経営・戦略マップ （男女比率／男40：女60、平均年齢／４０歳、拠点／東京・名古屋・大阪）

ウェルビーイング
プラットフォーム
（AW-DXP)

メンタルチェックシステム
（Aタフネス、pdCa ）

健診管理
システム

健康経営に対する
経営者のコミットメント

環境健康資源

産業保健体制

健康資源

組織風土

健康経営理念

人事制度

人的健康資源

セルフケアに取り組む
従業員比率

有給取得率 人間関係満足度残業時間 仕事満足度 アブセンティーイズム プレゼンティーイズム エンゲージメント

産業医、保健師の
フォロー網羅率

フィジカルヘルス研修
参加率、理解度

健康支援制度
の理解、利用率

良い睡眠習慣の
従業員比率

良い食習慣の
従業員比率

運動習慣をもつ
従業員比率

喫煙者比率
メンタルヘルス研修
参加率、理解度

従業員とその家族の健康
および

ウェルビーイングの
向上と生産性の

向上による事業成長

社会的価値

①ステークホルダー
すべての健康向上
②ウェルビーイング事
業の提供価値向上

企業価値

①生産性（1人当たりの
売上、利益の向上）
②事業サービス及び
企業の認知度向上

健康診断有所見の低減
FY26目標：40％以下

アブセンティーイズム
の低減

FY26目標：1％未満

プレゼンティーイズムによる
生産性損失割合の低減

FY26目標：29％以下

ワークエンゲージメント
の向上

FY26目標：56以上

エンプロイー
エンゲージメントの向上

FY26目標：52以上


	スライド 1

